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1 は じ め に

第 1報で報告したように,平成 5年 (1998年)の福島県

での冷書による水稲の減収要因の一つは,障害不稔の多発

であった。

本県では,過去にも昭和55年 (1980年 )と

“

年 (198麟→

に,障害不稔の発生による水稲の減収が認められたが,平

成 5年の冷害では,戦後最悪の作況指数となり,耐冷性が

強いといわれていた品種でも障害不稔が多発 した。昭和55

年と63年の冷害に際しては,品種の早晩によって障害不稔

を回避したが,平成 5年は,出穂期を異にした多数の品種

で障害不稔が発生 した。

そこで,本報では,福島県の水稲主要品種を対象とし,

平成 5年の気象条件下における障害不稔の発生について
,

出穂日と耐冷性に注目して比較検討した。

2試 験 方 法

供試材料は,福島県農業試験場 (郡山)の水稲作況試験

における,移植日5月 14日 ,5月 25日 ,6月 4日 のは場か

らサンプリングした。品種は,本県の主要品種である初星
,

ササニシキ,ひ とめばれ,コ ンヒカリを対象とした。各品

種の 5株について,穂別に出穂日をマークし,出穂日別の

不稔歩合を調査 した。

障害不稔の発生に関与する気象要因として,内島らの冷

却量を使用した。冷却量は,AMeDAS郡山の毎正時気温

から以下の式により,出穂前18日 を中心にその前後 2日
,

出郡 3日を中心にその前後 2日 の5日間の合計値を算出した

θ ijは ,毎正時の気温。

θ ij>20℃ の時は,冷却量=0と する。

3 試験結果及び考察

(1)品種別不稔歩合

移植日が同一の場合の不稔歩合は,ササニシキが最 も高

く,次いで初星,ひ とめぼれ,コ ンヒカリの順であった

(表 1)。 特にササニシキの不稔歩合は,5月 14日 と5月 25

日移植で60%を超え,著 しい減収となった。コンヒカリの

不稔歩合は,129～153%と低く,他の品種に比べて被害

が/1ヽ さかった。

表 1 品種別不稔歩合

移殖日

(月 日)

5 14    11      垣己    819      293      41 3
ササニシキ  820
ひとめばれ  821
ヨシヒカリ  828   129   482……
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星
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ササニシキ  822   696   228
ひとめばれ  823   371   378
ヨシヒカリ  829   132   512

64  初   星  826   235   457

652      242
265      434

ササニンキ  825
ひとめばれ  826

458      862
139      494

コンヒカリ  93   153   460
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注 郡山,作況試験

この,障害不稔の品種間差が,出穂の早晩によるものか

を検討するため,次に出穂日と障害不稔発生の関係につい

て検討 した。

8)出穂日と不稔歩合並びに冷却量との関係

出穂日別の不稔歩合は,各品種とも出穂日が8月 22日 か

ら23日 のものが最も高く,こ の時期から前後するにつれて

低 くなった。また,8月 18日 から22日 出穂の不稔歩合は
,

ササニシキが70%以上と他の品種よりも高かった。 8月 22

日以降の出穂の場合,初星とササニシキの不稔歩合は,ほ

ぼ同程度であり,ひ とめばれとコンヒカリより高かった。

さらに,最 も不稔歩合の高かった8月 22日 ころに出穂 し

た不稔発生の要因を冷却量で検討した。冷却量は,平成 5

年における幼穂の観察結果から,幼穂形成始期が出穂33日

前,減数分裂期が出穂18日前と推察されたので,両期間の

5日 間の気温で計算 した。その結果,出穂日別不稔歩合の

推移は,幼穂形成期と減数分裂期の冷却量の推移と一致 し
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た (図 1)。 このことから,8月 22日 ころに出穂 した穂は,

幼穂形成期及び減数分裂期に強い低温に遭遇 した結果,著
しい不稔が発生したと推察される。
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図 1 幼脚 及び減数分裂期の冷却量と出穂日月1不稔の発生

(31 同一出穂日における不稔歩合の品種間差

出穂期の早晩の影響を除いて,品種の耐冷性を検討する

ため,出穂日が重複 した初星,サ サニシキ,ひ とめばれに

ついて,同一出穂日の不稔歩合を比較した。その結果,同
一出穂日における不稔歩合は,ササニシキが最も高 く,初

星,ひ とめぼれの順で品種間差が認められた。特に, 8月

22日 の不稔歩合は,サ サニシキカお0%前後,初星が60%程

度,ひとめばれが40～611%で ,明瞭な品種間差が認められ

た。この不稔歩合の品種間差は,品種固有の耐冷性評価と

一致 した。

また,出穂前18日 の冷却量と不稔歩合の関係 (図 3)か
ら,冷却量が大きくなるほど不稔が多発し,耐冷性の弱い

品種ほど同じ冷却量で不稔が多くなった。

ところで,6月 4日 移植の水稲は,5月 中に移植 した水

稲に対し,同 じ冷却量でも不稔の発生が少なかった。 この

ことから,5月 中に移植 した水稲の出穂前18日 の冷却量と

不稔の関係には,幼穂形成期 (出穂前33日)の低温の影響

5             10

冷 却 量

図 2 冷却量と不稔歩合の関係

が相乗的に作用 していると考えられた。

4 ま と め

平成 5年の福島県における水稲の障害不稔は,主要品種

の幼穂形成期と減数分裂期が低温に遭遇 したため,発生 し

たと考えられる。平成 5年に気象経過をみると,7～ 8月

の間に極端な低温の襲来が 2回あり昭和55年に類似 してい

たが,低温の期間や強度の点で,これまでにないものであっ

た。このため,コ シヒカリを除く多くの品種で障害不稔が

多発したと考えられる。コンヒカリは,幼穂形成期と減数

分裂期に他の品種ほど強い低温に遭遇しなかったこと,及
び品種本来の耐冷性が強いことによって,障害不稔の発生

が少なかったと推察される。

福島県の現在の水稲作付品種は,コ ンヒカリ.初星,ひ

とめばれが中心であり,昭和55年のトヨニシキ,サ サニシ

キ,農林21号が中心であった時よりも耐冷性が 1ラ ンク向

上している。このことから,平成 5年の品種構成が仮に昭

和55年当時と同じであれば,水稲の障害不稔の被害は更に

深刻になったと推察される。また,今後平成 5年並の低温

に道遇 した場合でも,主要作付品種の耐冷性がコシヒカリ
,

ひとめばれクラスに向上すれば,障害不稔の発生は平成 5

年より減少できるものと推察される。障害不稔を回避する

技術として,耐冷性品種の普及が重要である。
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